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マ
レ
ー
シ
ア
金
融
経
済
の
イ
ス
ラ
ム
化

　
メ
ッ
カ
を
示
す
ナ
ビ
が
自
動
車
に
つ
け
ら
れ
た
よ
う

に
、
近
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
化
の
動

き
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

先
進
国
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
の
物
質
的
な
豊
か

さ
を
あ
ら
わ
す
工
業
化
と
、
そ
の
経
済
発
展
に
研
究
の

目
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
し
か
た
な
い
が
、
そ
の
豊

か
さ
を
支
え
る
文
化
的
、
宗
教
的
、
精
神
的
活
動
も
合

わ
せ
て
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
経
済
の
実

像
が
明
白
に
な
る
視
点
を
見
過
ご
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
発
展
を
支
え
た
の
は
、
外
資
主

導
型
輸
出
志
向
工
業
化
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
異
論
を
挟

む
余
地
は
少
な
い
。
同
時
に
経
済
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
（
拙
著
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
先
進
経
済

論
序
説
』
現
代
図
書
参
照
）
に
支
え
ら
れ
た
マ
レ
ー
シ

ア
社
会
の
イ
ス
ラ
ム
化
で
あ
る
。
特
に
、
１
９
８
０
年

代
初
め
政
権
の
座
に
つ
い
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
前
首
相

は
、
マ
レ
ー
人
の
支
持
と
求
心
力
を
集
め
る
た
め
に
、

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
積
極
的
に
進
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
式

開
発
独
裁
を
開
始
し
て
以
来
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ

ム
化
と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
は
二
人
三
脚
と
な
っ
た
。
２

０
０
０
年
以
来
、
国
際
的
に
急
速
に
進
む
イ
ス
ラ
ム
金

融
の
発
展
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
東
諸
国
の
イ
ス
ラ
ム

諸
国
以
上
に
そ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
進
む
イ
ス
ラ
ム
金
融
制
度
の
整
備

　
イ
ス
ラ
ム
金
融
の
現
代
的
発
展
は
、
１
９
７
５
年
設

立
の
ド
バ
イ
イ
ス
ラ
ム
銀
行
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
意
味
で
、
イ
ス
ラ
ム
金
融
は
新
し
い
金
融
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
基
本
は
ハ
ラ
ム

（
禁
じ
る
）
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
①
金
利
（
リ

バ
ー
）
の
禁
止
、
②
不
確
実
な
も
の
（
ガ
ラ
ル
）
の
禁

止
、
③
投
機
（
マ
イ
シ
ー
ル
）
の
禁
止
に
あ
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
ス
ラ
ム
金
融
が
最
初
に
あ
ら
わ
れ

た
の
は
、
１
９
６
３
年
イ
ス
ラ
ム
の
５
行
（
信
仰
の
告

白
、
メ
ッ
カ
巡
礼
、
断
食
、
喜
捨
、
礼
拝
）
の
一
つ
で

あ
る
メ
ッ
カ
巡
礼
の
た
め
の
貯
蓄
銀
行
、
イ
ス
ラ
ム
巡

礼
基
金
（
タ
ブ
ン
ハ
ッ
ジ
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ド
バ

イ
イ
ス
ラ
ム
銀
行
よ
り
10
年
前
後
早
く
イ
ス
ラ
ム
金
融

が
芽
生
え
た
。
１
９
７
０
年
代
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

で
イ
ス
ラ
ム
開
発
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
が
、
同
開
発
銀

行
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
教
え
に
沿
っ
た
金
融
機
関
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
オ
イ
ル
ダ

ラ
ー
の
活
用
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ

ム
に
従
順
で
あ
る
と
さ
れ
る
中
東
諸
国
で
は
な
く
、
パ

キ
ス
タ
ン
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
ス
ラ
ム
銀
行
の
萌
芽
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
現
状
の
マ
レ
ー
シ
ア
を
基
軸
に
広
が

る
イ
ス
ラ
ム
金
融
を
理
解
す
る
上
で
役
立
つ
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
ス
ラ
ム
金
融
が
発
展
す
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
首
相
に
な
っ
た
数
年

後
の
１
９
８
３
年
に
イ
ス
ラ
ム
金
融
法
が
制
定
さ
れ
、

マ
レ
ー
シ
ア
イ
ス
ラ
ム
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
）
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ
ス
ラ
ム
金
融
サ
ー
ビ

ス
は
１
９
９
３
年
に
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
、
一
般
金
融
機

関
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
窓
口
（
口
座
）
が
開
設
さ
れ
、
非

ム
ス
レ
ム
に
も
イ
ス
ラ
ム
金
融
機
関
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
１
９
９
４
年
に
イ
ス
ラ
ム
銀
行

間
通
貨
市
場
（
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｍ
）
が
整
備
さ
る
と
と
も

に
、
１
９
９
６
年
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
イ
ス
ラ

ム
銀
行
の
財
務
公
開
が
開
始
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
後
の
金
融
機
関
再
編
成
の
過
程
で
、
１
９
９
９
年
第

二
番
目
の
イ
ス
ラ
ム
銀
行
と
し
て
バ
ン
ク
ム
ラ
マ
ラ
マ

レ
ー
シ
ア
（
Ｂ
Ｍ
Ｍ
）
が
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
銀
行
と
商
業

銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｂ
）
の
合
併
に
よ
る
ス
ピ
ン
オ
フ
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
現
在
イ
ス
ラ
ム
金
融
法

の
下
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
銀
行
は
11
行
あ
り
、

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
（
マ
レ
ー
シ
ア
イ
ス
ラ
ム
計
画
）
の
も

と
８
行
が
イ
ス
ラ
ム
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い
る
。

　
　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
債
の
起
債

　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
イ
ス
ラ
ム
金
融
市
場
を
育
成

す
る
た
め
１
９
８
３
年
に
政
府
投
資
法
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
に

よ
る
政
府
イ
ス
ラ
ム
債
（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
を
発
行
し
、
無
利

子
で
起
債
を
行
い
、
政
府
主
導
に
よ
り
イ
ス
ラ
ム
金
融

市
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｉ
は
金
融
機
関
な
ど
で
購
入
さ
れ
、
政
府
が
国

益
に
か
な
っ
た
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
た
め

に
使
わ
れ
る
。
政
府
は
Ｇ
Ｉ
Ｉ
の
満
期
に
、
資
金
提
供
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者
に
投
資
資
金
（
原
資
）
を
返
却
し
、
原
資
に
見
合
っ

た
報
酬
（
リ
タ
ー
ン
）
を
政
府
の
裁
量
の
も
と
で
支
払

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
利
益
分
配
（
Ｐ
Ｓ
）
を
基
に
し
た

ム
ダ
ー
ハ
バ
形
態
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
債
（
ス
ク
ー
ク
）

で
あ
り
、
２
０
０
１
年
再
び
Ｇ
Ｉ
Ｉ
が
起
債
さ
れ
、
イ

ス
ラ
ム
金
融
市
場
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
２

０
０
１
年
に
は
政
府
が
競
争
的
購
入
価
格
を
提
示
し
、

こ
れ
へ
の
参
加
金
融
機
関
が
Ｇ
Ｉ
Ｉ
を
購
入
す
る
と
、

政
府
は
名
目
価
格
に
等
し
い
価
格
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｉ
購
入
し

た
金
融
機
関
か
ら
買
い
戻
す
。
そ
の
決
済
は
Ｇ
Ｉ
Ｉ
の

満
期
な
い
し
特
定
約
定
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
売
買
価

格
の
差
額
が
Ｇ
Ｉ
Ｉ
購
入
者
の
利
潤
を
あ
ら
わ
し
、
購

入
価
格
は
政
府
に
よ
り
保
証
さ
れ
る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｉ
に
み
る
よ
う
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
金

融
と
り
わ
け
ス
ク
ー
ク
の
発
展
は
、
政
府
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
。
多
様
な
所
有
形
態
を
認
め
る
イ
ス
ラ
ム
経
済

に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
金
融
は
、
常
に
、
政
府
に
よ
る
支

援
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
１
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
「
金
融
部
門
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
、
そ
の
第
５
章
（
イ
ス
ラ

ム
銀
行
・
保
険
）
に
お
い
て
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
銀

行
部
門
の
イ
ス
ラ
ム
金
融
資
産
を
、
全
金
融
資
産
の
20

％
と
す
る
と
明
記
し
た
。
ま
た
、
証
券
委
員
会
（
Ｓ

Ｉ
）
に
よ
る
「
資
本
市
場
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
お
け

る
六
つ
の
基
本
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
を

国
際
的
な
イ
ス
ラ
ム
資
本
市
場
セ
ン
タ
ー
に
育
て
る
と

謳
っ
て
い
る
。
こ
の
線
に
沿
っ
て
、
中
東
の
バ
ー
レ
ー

ン
と
と
も
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
ア
ジ
ア
の
ま
た
国
際
的

な
イ
ス
ラ
ム
金
融
市
場
に
押
し
上
げ
る
努
力
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
努
力
は
２
０
０
６
年
の
イ
ス
ラ
ム
金
融
セ

ン
タ
ー
構
想
と
な
っ
た
。
２
０
０
３
年
バ
ン
ク
ネ
ガ
ラ

は
、「
イ
ス
ラ
ム
金
融
の
自
由
化
」
構
想
を
発
表
し
、

外
国
銀
行
へ
の
イ
ス
ラ
ム
銀
行
ラ
イ
セ
ン
ス
発
給
（
当

時
の
発
表
で
は
３
行
ま
で
）
を
明
ら
か
に
し
た
。
現

在
、
ク
ウ
エ
ー
ト
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ハ
ウ
ス
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ル
ラ
ジ
グ
ル
ー
プ
、
ア
ジ
ア
ン
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
銀
行
（
カ
タ
ー
ル
）
の
３
行
が
外
資
系
イ
ス
ラ

ム
金
融
銀
行
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
金
融
機
関
の
発
展
は
、
「
マ
レ
ー
シ
ア
ら

し
く
」
閉
鎖
的
で
は
な
く
、
外
資
に
も
１
０
０
％
開
放

し
て
い
る
と
と
も
に
、
一
般
銀
行
に
も
イ
ス
ラ
ム
窓
口

と
普
通
窓
口
を
設
け
る
こ
と
を
許
可
し
、
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
、
排
他
的
で
な
い
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
窓
口
の
大
半
の
利
用
者
が
非

ム
ス
レ
ム
（
中
国
人
）
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
金
融
発
展
の
背
景
を
探
る

　
バ
ー
レ
ー
ン
な
ど
の
中
東
諸
国
以
上
に
マ
レ
ー
シ
ア

で
イ
ス
ラ
ム
金
融
が
発
展
し
て
い
る
要
因
と
し
て
次
の

三
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
１
９
６
０
年
代
初
め

に
タ
ブ
ン
ハ
ッ
ジ
が
設
立
さ
れ
た
よ
う
に
、
マ
レ
ー
人

ム
ス
レ
ム
の
宗
教
心
の
熱
さ
が
、
世
俗
（
一
般
）
銀
行

が
と
る
利
子
に
対
す
る
嫌
悪
感
と
敬
遠
が
指
摘
で
き

る
。
倫
理
を
欠
い
た
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
が
原
則
で
あ
る
資

本
主
義
経
済
の
持
つ
拝
金
主
義
へ
の
批
判
と
も
取
れ

る
。
第
二
に
、
１
９
８
０
年
の
イ
ラ
ン
イ
ス
ラ
ム
革
命

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
な
イ
ス
ラ
ム
回
帰
現

象
が
指
摘
で
き
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
同
革
命
後
、
ス

カ
ー
フ
（
ト
ド
ン
）
を
か
ぶ
る
女
性
が
増
加
し
た
。
マ

レ
ー
人
女
性
の
伝
統
衣
装
へ
の
回
帰
は
、
イ
ス
ラ
ム
と

マ
レ
ー
文
化
の
主
張
で
も
あ
る
。
第
三
に
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
前
首
相
の
下
、
マ
レ
ー
シ
ア
式
開
発
独
裁
を

推
し
進
め
る
際
、
マ
レ
ー
人
の
求
心
力
と
支
持
を
集
め

る
た
め
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
と
イ
ス
ラ
ム
が
利
用
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
１
９
８
０
年
代
、
モ
ス
ク
の
建
設
が
積
極

的
に
行
わ
れ
、
マ
レ
ー
文
化
＝
イ
ス
ラ
ム
化
の
図
式
が

形
成
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
の
前
面
に
イ
ス
ラ
ム
が

現
れ
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
支
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
更
迭
さ
れ
た
ア
ン
ワ
ー
ル

前
副
首
相
は
イ
ス
ラ
ム
青
年
同
盟
議
長
で
あ
っ
た
。

　
　
イ
ス
ラ
ム
化
と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
化
が
進
展
す
る
中
で
、
特

筆
す
る
こ
と
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
と
イ
ス
ラ
ム
化
が

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
先
進
国
と
し
て
も
う
少
し
で
先
進
国
入
り
に
手
が

届
く
た
め
の
大
き
な
障
害
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
で
あ

る
。
同
政
策
は
１
９
９
０
年
代
に
入
り
、
各
分
野
に
お

い
て
弾
力
的
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ブ
ミ
プ
ト

ラ
資
本
所
有
比
率
30
％
原
則
は
、
一
時
棚
上
げ
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
同
政
策
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
廃
止
さ
れ
る
兆
候
は
み
ら
れ
な
い
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
、
民
族
融
和
を
掲
げ
「
国
ら

し
く
」
す
る
た
め
に
は
、
い
つ
、
ど
の
段
階
で
、
同
政

策
を
「
安
楽
死
」
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
の
意
図
に
反
し
て
、
マ
レ
ー
人
の
中
に

は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
と
し
て
の
既
得
権
を
暗
黙
裡
の
う
ち

に
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
み
る
に
つ
け
、
経
済
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
廃
止
し
、
「
国
ら
し
く
」
す
る
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
考
え
る
。
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アジア の窓 中
国
・
貧
困
化
す
る

 

失
地
農
民 

　
近
年
、
中
国
で
は
農
地
を
失
う
農
民
の
増
加
が
新
た

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
失
地
農
民

は
己
に
四
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
、
更
に
年
二
〇
〇
万

人
規
模
で
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　
農
村
か
ら
都
市
へ
の
労
働
力
の
移
動
は
、
一
般
に
は

所
得
水
準
の
向
上
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
国

の
場
合
は
失
地
農
民
の
貧
困
化
と
い
う
現
象
を
も
た

ら
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
国
社
会
科
学
院
の
調
査

（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
経
済
発
展
の
遅
れ
て
い

る
西
南
の
あ
る
省
で
は
彼
等
の
二
四
・
八
％
が
絶
対
貧

困
層
（
一
人
当
り
年
収
六
六
八
元
以
下
）
に
転
落
し
て

い
る
と
い
う
（
『
農
民
日
報
』08.3.10

）。

　
農
地
を
失
っ
た
農
民
の
貧
困
化
に
は
様
々
な
要
因
が

あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
農
業
（
農

村
）
と
非
農
業
（
都
市
）
を
峻
別
す
る
戸
籍
制
度
で
あ

ろ
う
。
都
市
戸
籍
の
な
い
農
民
労
働
者
（「
農
民
工
」）

の
都
市
で
の
正
規
の
就
業
に
は
困
難
が
伴
う
。
金
融
業

　
し
か
し
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
が
マ
レ
ー
文
化
を
基
礎

と
し
た
イ
ス
ラ
ム
と
関
係
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
化
の

流
れ
の
中
で
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
が
イ
ス
ラ
ム
に
埋
没
す

る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
人
の
間
に
は
「
イ

ス
ラ
ム
国
家
」
に
向
け
た
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
そ

の
顕
著
な
も
の
が
金
融
部
門
の
イ
ス
ラ
ム
化
で
あ
る
。

同
政
策
を
埋
没
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
特
別
な
問
題
と
す
る
必
要
性
が
な
く
な

り
、
一
般
的
な
経
済
・
所
得
格
差
と
す
る
欧
米
諸
国
と

同
じ
貧
困
対
策
や
福
祉
政
策
と
な
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
で
は
私
有
制
度
を
前
提
と
し
な
が
ら
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
弱
者
救
済
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
教
え
に
か
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
マ
レ
ー
人
、
中
国

人
、
イ
ン
ド
人
の
三
民
族
間
の
経
済
格
差
を
経
済
発
展

の
過
程
で
吸
収
し
、
い
か
に
「
国
家
ら
し
く
」
す
る
か

に
あ
り
、
そ
の
力
量
が
マ
レ
ー
人
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
化
は
国
際
経
済
に

と
っ
て
脅
威
と
は
な
ら
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
経
済
は
多
様

な
私
有
制
を
前
提
と
し
た
市
場
経
済
を
是
認
し
、
金
融

商
品
の
多
様
化
を
促
進
し
て
い
る
。
社
会
主
義
運
動
の

中
で
飛
び
跳
ね
た
暴
力
至
上
主
義
の
グ
ル
ー
プ
と
社
会

主
義
が
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
、
精
神
的
活
動
で
あ
る

イ
ス
ラ
ム
と
テ
ロ
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
み
き
と
し
お
・
札
幌
学
院
大
学
教
授
）

前
号
（
１
２
９
号
）
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
目
次
「
ア
ジ
ア
の
窓
」

　
　
　
　
　
　
誤
　
野
副
伸
一
　
　
　
正
　
石
川
幸
一

や
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
も
ち

ろ
ん
、
製
造
業
や
建
設
業

で
も
差
別
は
残
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。

　
彼
等
は
就
業
面
ば
か
り

で
な
く
子
供
の
教
育
や
社

会
保
障
面
で
も
不
利
な
立

場
に
あ
る
。
現
状
の
社
会

保
障
制
度
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
戸
籍
制
度
と
一
体
化
し
て
い
る
た
め
、
農
民
労
働

者
は
都
市
住
民
と
同
様
の
社
会
保
障
が
享
受
で
き
な

い
。
一
般
の
出
稼
農
民
で
も
病
気
（
労
災
）
や
失
業
は

大
き
な
痛
手
で
あ
る
が
、
最
低
生
活
を
保
障
し
て
く
れ

る
は
ず
の
農
地
を
持
た
な
い
失
地
農
民
に
と
っ
て
は

致
命
的
で
あ
る
。
問
題
の
解
決
に
は
社
会
保
障
の
根
底

に
あ
る
戸
籍
制
度
を
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
貧
困
化
の
第
二
の
要
因
は
農
地
収
用
の
補
償
水
準
が

低
す
ぎ
る
こ
と
に
あ
る
。
「
土
地
管
理
法
」（
一
九
八
七

年
施
行
）
で
は
、
収
用
さ
れ
た
農
地
の
収
用
前
三
年
間

の
平
均
生
産
額
が
補
償
基
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

農
産
物
価
格
を
基
準
と
し
た
補
償
水
準
が
低
す
ぎ
た
う

え
、そ
れ
が
二
〇
年
間
も
改
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
失
地
農
民
貧
困
化
の
も
う
一
つ
の
要
因
に
は
以
租

代
徴
と
い
う
農
地
の
違
法
収
用
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
地

方
政
府
（
村
民
委
員
会
な
ど
）
が
農
家
の
請
負
っ
て
い

る
農
地
を
逆
租
借
し
、
転
用
申
請
を
せ
ず
に
開
発
業
者

に
転
売
す
る
実
質
的
な
農
地
収
用
行
為
で
あ
る
。
転
売

価
格
交
渉
は
農
地
所
有
権
者
の
村
と
業
者
間
で
行
わ

れ
、
使
用
権
者
で
あ
る
農
家
に
は
最
高
で
も
農
産
物
補

償
し
か
行
わ
れ
な
い
。
河
南
省
蘭
考
県
の
例
で
は
農
家

補
償
が
一
ム
ー
当
り
四
万
一
、七
〇
〇
元
で
、
転
売
価
格
は

五
〇
万
元
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
人
民
日
報
』08.1.25

）。

　
以
租
代
徴
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
年
々
厳
し
く
な

り
つ
つ
あ
る
農
地
転
用
審
査
と
地
方
政
府
の
財
政
難
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
な
農
地
の
強
制
収
用

は
、

失
地
農
民

を
増
加
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
・
二
億
ha
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
国
家
の
基
本
農
田

政
策
を
危
く
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
熙
直
　
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）
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